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３． 飯豊連峰・朝日連峰（磐梯朝日国立公園）における 

協働の取り組みの事例 

 

「飯豊連峰保全連絡会」及び「朝日連峰保全協議会」について 

 

飯豊、朝日の両山域でも登山利用に起因する登山道周辺の荒廃が確認され、関係者は憂

慮している状態であったが、一方で歩道整備を望むものの、画一的な土木工事的な整備は

望んでいなかった。一般的な国立公園の登山道管理の主流は、整備者が地権者から土地を

借り、管理者を決めて管理責任を一元的に負わせる形態となっているが、その形態では安

全対策を重視した施設整備となりやすく、そのためこれらの山域に限っては、関係者が連

携し、きめ細やかな維持管理を行うことで従来からの登山道を維持していこうとする意思

統一が図られた。以上により、それらの連絡体制や作業体制を組織するため「連絡会」や

「協議会」を設立したものである。（飯豊：平成２０年２月、朝日：平成２１年５月） 

 

 連絡会等の活動内容は、夏山登山シーズン前、会員である山岳会や自然保護団体、行政

関係者ら地域関係者で参集し、当年度の作業計画を持ち寄って発表してもらうと同時に、

合同で取り組む作業の計画について、場所や内容を話し合い決定する。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

飯豊連峰保全連絡会 

設 立 趣 旨 書 

 

＜設立趣旨＞ 

この会の設立趣旨は、飯豊連峰を愛する人たち、飯豊連峰に関わる人たち、飯豊連

峰に登る人たちの協働により、人為的な影響で荒廃した自然を復元させ、原始性の高

い飯豊連峰の自然が永続的に維持されるように、その保全活動を推進することであ

る。 

このため、飯豊連峰に関する様々な主体の保全活動が無秩序とならないよう、広範

囲な関係者が様々な立場で連携・分担するための情報交換、意思疎通を行うこととす

る。 
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朝日連峰保全協議会 

 

発起人 朝日山岳会､大江山岳会､小国山岳会､鶴岡山岳会､西川山岳会､ 

山形県山岳連盟 

 

関係行政機関 

森林管理署(庄内・山形・置賜・下越(村上支署）・朝日庄内森林環境保全ふれあいセンター）  

環境省東北地方環境事務所（国立公園・保全整備課 ・ 羽黒自然保護官事務所） 

山形県 （みどり自然課、置賜総合支庁、庄内総合支庁、村山総合支庁各環境課） 

新潟県 （環境企画課） 

鶴岡市 （朝日庁舎産業課） ､村上市(商工観光課)､西川町(産業振興課)､ 

大江町  (産業振興課)､朝日町(産業振興課)､飯豊町(産業振興課)､小国町(産業振興課) 

 

一般 

山形県猟友会 

山形県渓流釣り協議会､山形県内水面漁業協同組合連合会 

小国山岳会､鶴岡山岳会､西川山岳会､大江山岳会､朝日山岳会､白鷹山岳会､長井

山岳会､岳人長井､奧あさひこぶし会､寒河江山岳会 

小国の自然を守る会､朝日町の自然を守る会､朝日連峰のブナ等の原生林を守る会､

出羽三山の自然を守る会 

東北山岳ガイド協会事務局､東北マウンテンガイド・ネットワーク 
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４． 大雪山国立公園における「登山道の管理水準」と 

「登山者心得」策定の事例 

大雪山国立公園においては、環境省が、検討会を設け、ROSの考え方を導入し

て具体的な登山道の管理水準の設定と各登山道区間への水準の適用に関する検

討を平成14～16年度に行っている。 

また、登山利用に伴う植生・地形の破壊を抑え、安全に登山を行うためには、

登山道の適切な管理のほかに、登山者自身が自己責任の下で登山や自然環境に

配慮した行動をしていくことが求められることから、大雪山における登山道の

登山の心得についても有識者のアドバイス得ながら検討した。 

「登山道管理水準」とは、大雪山国立公園において利用の中心施設である登

山道の管理のあり方を定めるもの。一元的な管理でなく、大雪山特有の自然条

件、利用状況等を勘案し、登山道の区間ごとの地域特性に応じた複数の管理の

やり方（管理水準）を定めた。 

 

＜ROSについて＞ ROS(Recreation Opportunity Spectrum)とは、利用者のレク

リエーション体験を考慮した野外レクリエーションに関する計画概念である。 

「ROSとは、嗜好性の異なる多様な利用者のレクリエーション機会を確保し、利

用体験の質を保証するために、レクリエーション地域を区分して、区域ごとに

整備、管理を行うための計画的枠組みである。」（八巻ら） 




